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らず、 2 世紀初頭アンテイオキア司教イグナテイオスが殉教前にしたためた『書簡集J 史料および 3 世
紀中頃カルタゴ司教キプリアヌスの殉教を描いた『キプリアヌス行伝』史料によれば、両司教とも殉教
の場を選択する挙に出ていると思われる。すなわち『ユステイニアヌス法典学説葉纂j 48巻には、こう
したローマ市民権保有者の上訴 provocatio は刑法上自白者から剥奪されたことが記されており、両史
料に描かれる殉教に向かう司教は、断罪判決の必要条件で、あり、かつ彼らにとって神学上最も価値ある
行為であった信仰告白を敢えて保留して自らの望む場所での法廷開催を求めていたと推測される。こう
した行動の動機として想定されるのは、自らの殉教が教会内外へ与える影響を考慮した政治的判断であ
る。こうした観点からキリスト教諸文書を検証すれば、初期キリスト教徒が殉教する法廷において法知
識や社会階層上の権威を利用して帝国当局との交渉を行っていた姿とその背景を描出できると考える。
同時に、『キプリアヌス行伝』を含むいわゆる殉教者行伝史料と呼ばれる殉教者の最期を記したテキ
ストは、歴史記録の体裁をとりながらもその編纂目的は信徒教化にある。それゆえ、多分に挿入された
と想定される文学的修辞を排除し、殉教者の実際の行動を再構成する作業が本研究に不可欠となる。そ
のため、同時期の諸史料から実際の法廷の環境が如何なるものであったのかを把握する作業と並行して
研究を進めることで、殉教を行うキリスト教徒側が、行政措置に対した司法手続きを駆使し、政治的に
行動していたことを解明することができると期待される。
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論文審査結果の要旨
初期キリスト教における殉教者名の称号の成立に関する研究史において、 1990年に提唱された保坂高
殿の論文が、殉教者称号の成立は法廷における信仰告白とその断罪という外的基準によるものであるこ
とを初めて明らかにした。これに対して、本論文の提出者は殉教者名の成立について、さらに一歩進め
て文学的修辞や神学的意図を排し、さらにその政治的性格を論じることによって、研究史を批判発展す
る方策を提示することを試みている。
まず、第一章では使徒ヨハネが余生を全うしたことと同時に殉教者であったことが、つまり「生ける
殉教者」であったという矛盾する使徒ヨハネ伝承の整理から始める。その際、本論文提出者は紀元後 2
世紀から 3 世紀までの用語法の変化に注目している。そして、第二章では初期キリスト教における殉教
思想の創出と普及をもたらしたものを、地中海世界ギリシャ・ローマ世界に一般的な反権力志向に求め
るのではなく、その創出と普及を紀元後 3 世紀頃に成立する初期キリスト教の特異な殉教者思想、の成立
によるものとしている。第三章では、論文提出者はローマ帝政初期の法廷では聴衆の影響力が殉教者称
号の成立に大きな役割を果たし、ローマ法廷における傍聴人いわゆる「サクラ J の存在が法廷の判決の
動向に強い影響を与えたという研究史を整理し、これを実証している。第四章においては、初期キリス
ト教会の司教が「生ける殉教者」の匿名化、抑圧、抹殺に大きな政治的役割を果たしたことを明らかに
している。つまり、告白を通じての叙階を伴う推薦状から告白者名を削除し、抑制した試みがあったこ
とを明らかにしている。第五章では初期キリスト教諸資料においては、殉教者名が同じように匿名化さ
れていることを明らかにしている。補遺においては、論文提出者はカエサレアのエウセピオス著『古の
殉教集成』を復元することによって、これまで研究史が比較的等閑視してきたキリスト教ルグドゥヌム
のキリスト教徒弾圧の実態を解明している。
本論文提出者はローマ帝国法廷における裁判過程においては、キリスト教徒側も含めて政治的バイア
スがかかる可能性を考えることが必要であるとして、これを研究史に対して歴史学的に問題提起しよう
としている。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる O
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